
JP 2021-508195 A5 2021.12.23

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】令和3年12月23日(2021.12.23)

【公表番号】特表2021-508195(P2021-508195A)
【公表日】令和3年2月25日(2021.2.25)
【年通号数】公開・登録公報2021-010
【出願番号】特願2020-533148(P2020-533148)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｓ   3/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｓ    3/00     ４００　

【手続補正書】
【提出日】令和3年11月10日(2021.11.10)
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【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　音声ヘッドセットによる空間的加工を意図して復号された信号に対してバイノーラル化
処理を実行するステップを含む、３Ｄ音声デコーダ内での音声モノラル信号を処理する方
法であって、
　前記モノラル信号を表すデータストリーム内で、空間位置情報の加工が関連付けられた
非バイノーラル化処理の指示を検出すると（Ｅ２００）、前記復号されたモノラル信号が
、位置情報を考慮に入れて２個の加工チャネルを構築する（Ｅ２２０）ステレオ加工器及
び／又は混合モジュールに誘導され（Ｏ－Ｅ２００）、前記２個のチャネルが、前記音声
ヘッドセットによる加工（Ｅ２４０）を目的として、前記２個のチャネルをバイノーラル
化処理から生じたバイノーラル信号と合算する直接混合ステップ（Ｅ２３０）で直接処理
される方法。
【請求項２】
　前記加工空間位置情報が、前記加工音声ヘッドセットの単一のチャネルを示すバイナリ
データである、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記バイナリデータで示すチャネルに対応する加工チャネルだけが、前記直接混合ステ
ップにおける前記バイノーラル信号の対応するチャネルと合算され、他の加工チャネルの
値はヌルである、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記モノラル信号が、前記加工空間位置情報と共に、前記ステレオ加工器及び／又は混
合モジュールに誘導されるチャネル型信号である、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記加工空間位置情報が両耳間レベル差（ＩＬＤ）に関するデータである、請求項４に
記載の方法。
【請求項６】
　前記モノラル信号が、前記非バイノーラル化処理の指示及び前記加工位置情報を含む加
工パラメータの組に関連付けられたオブジェクト型信号であり、前記信号が前記加工位置
情報と共に前記ステレオ加工器及び／又は混合モジュールに誘導されている、請求項１に
記載の方法。
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【請求項７】
　前記加工空間位置情報が方位角に関するデータである、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　音声ヘッドセットによる空間的加工を意図して復号された信号に対してバイノーラル化
処理を実行するモジュールを含む、音声モノラル信号の処理装置であって、
　－前記モノラル信号を表すデータストリーム内で、加工空間位置情報に関連付けられた
非バイノーラル化処理の指示を検出可能な検出モジュール（３３０；４３０）と、
　－前記検出モジュールによる検出が成功した場合に、前記復号されたモノラル信号をス
テレオ加工器に誘導可能な転送モジュール（３３０，４３０）と、
　－位置情報を考慮に入れて２個の加工チャネルを構築可能であり、２個の加工チャネル
を、前記音声ヘッドセットによる加工を目的として、バイノーラル化処理（３２０；４２
０）を実行するモジュールにより生成されたバイノーラル信号と合算することにより、直
接処理するステレオ加工器（３３１；４３１）及び／又は混合モジュール（３４０；４４
０）と、
を含む装置。
【請求項９】
　前記ステレオ加工器が前記混合モジュールに組み込まれている、請求項８に記載の装置
。
【請求項１０】
　前記モノラル信号がチャネル型信号であり、前記ステレオ加工器が、マルチチャネル信
号用の加工チャネルを更に構築するチャネル加工器に組み込まれている、請求項８に記載
の装置。
【請求項１１】
　前記モノラル信号がオブジェクト型信号であり、前記ステレオ加工器が、加工パラメー
タの組に関連付けられたモノラル信号用の加工チャネルを更に構築するオブジェクト加工
器に組み込まれている、請求項８に記載の装置。
【請求項１２】
　請求項８～１１のいずれか１項に記載の処理装置を含む音声デコーダ。
【請求項１３】
　プロセッサにより実行されたとき、請求項１～７のいずれか１項に記載の処理方法のス
テップを実行するコード命令を含むコンピュータプログラム。
【請求項１４】
　請求項１～７のいずれか１項に記載の処理方法を実行する命令を含むコンピュータプロ
グラムを保存するプロセッサ可読記憶媒体。
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